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1 はじめに

1.1 背景

現在, 我々の日常生活において, 物や人の移動に欠かせ
ない交通機関は重要な役割を持っている. しかし自動車
の排気ガスや騒音・振動の問題など, 交通機関による環境
への影響は大きい. 環境省による13年度版環境白書[4]の
輸送機関別二酸化炭素排出量を見ると, 自家用貨物車・営
業用貨物車・タクシー・バスも含めた自動車交通では, 運
輸部門におけるCO2排出量の約9割を占めている. 自動車
業界では, それらの問題を解決するため電気自動車やハイ
ブリッド自動車など, 二酸化炭素排出抑制や窒素酸化物低
減などを目指した自動車の開発が進んでいる. [9] 社会全
体でもチームマイナス6％など，環境問題について様々な
取り組みがされている．そこで我々にとって身近な通学
方法に注目し，数学的手法を用いて環境問題についてア
プローチする．

1.2 方針

環境問題へアプローチするために，交通手段別の走行
時のエネルギー消費量を用いる．総エネルギー消費量だ
けでなく，総運賃・総所要時間それぞれの最小化問題を
解き，地域ごとの交通手段の特性を比較する．また，そ
れぞれの最小化問題に，制約として乗換回数や電車・ス
クールバスの容量を加え，それに伴い総エネルギー消費
量・総運賃・総所要時間はどう変化するかを考察する．そ
して，学生にエネルギー消費量・運賃・時間を考慮した
通学方法を提案する．

エネルギー消費量(kcal)を得るために必要なデータは以
下の３つである．

1. 学生の現住所の位置・人数(人)

2. 学生の現住所から瀬戸キャンパスまでの通学手段ご
との通学距離(km)

3. 通学手段ごとのエネルギー源単位(kcal/人・km)

1.3 瀬戸キャンパスの通学環境

南山大学瀬戸キャンパス(以下，NSC)の最寄駅は愛知環
状線山口駅で，駅からNSCまで徒歩15分かかる．また，本
郷・平針からスクールバスが出ている．NSC内には，418
台分の駐車場があり，校内で行われる講習を受けて申請
すれば，誰でも自動車で通学することができる．(2km以
内に住む学生は対象外)

本研究で取り上げる通学方法は以下に示す．但し，愛知
高速交通東部丘陵線は以下リニモとする．

• 自動車のみ使用して通学
• 名古屋市営地下鉄東山線本郷駅を使用して, その後
スクールバスで通学

• 名古屋市営地下鉄鶴舞線平針駅を使用して, その後
スクールバスで通学

• リニモ愛地球博記念公園駅を使用して，その後スクー
ルバスを使用して通学

• リニモ八草経由山口駅を使用して通学
• リニモを使用せず山口駅を使用して通学
愛地球博記念公園駅へは必ずリニモを使用する．また，
山口駅へはリニモを使用する場合としない場合がある．今
後リニモを使用する場合は「リニモ八草経由山口駅」と
し，リニモを使用しない場合は「山口駅」と表示するこ
ととする．

2 使用するデータについて

2.1 エネルギー原単位

交通手段別のエネルギー消費量は手段別のエネルギー
原単位（kcal/人・km）からもとめる. エネルギー原単位
とは, 単位当たりに必要な電力・熱などエネルギー消費量
の総量である. 本研究で対象とする自動車・電車・スクー
ルバスそれぞれのエネルギー原単位は, エネルギー要覧
[6]から得る. リニモのエネルギー原単位は, リニモに関す
る研究[3]から得る．その値は表1に示す．

表 1: 交通手段ごとの輸送エネルギー原単位

交通手段 輸送エネルギー(kcal/人・km)

自家用乗用車 583
旅客鉄道 50
バス 160
リニモ(10人) 377
リニモ(80人) 56

注１：エネルギー要覧での表示では, 「自家用乗用車」
「旅客鉄道」「バス」となっているが，それらを本研究で
は「自動車」「電車」「スクールバス」の値とする．
注２：リニモ(10人)は万博開催後の平成17年10月から
平成18年3月までの実際の乗車人数から求めたエネルギー
原単位を用いる．
注３：リニモ(80人)はリニモ1両定員の80人乗車した場
合のエネルギー原単位を用いる．

2.2 学生現住所データ

学生の現住所のデータを処理する．与えられた学生の
現住所のデータは住所のみで，そのままでは通学距離や
最寄駅をプログラムによって求めることはできない．そ



のため学生の現住所と数値データを連結させる必要があ
る．本研究では街区レベル位置参照情報（以下,街区デー
タ）を学生の現住所に連結させることで，学生の現住所
のデータをプログラムに使用できるデータにする．ここ
で街区レベル位置参照情報とは,「全国の都市計画区域を
対象に, 街区単位(「○○町△丁目□」)の位置座標(代表
点の緯度・経度, 平面直角座標)を整備したデータ」[5]で
ある.
初めに，現在NSCに通っている学生の現住所を市・郡

（名古屋市は区）ごとにまとめる. そして, 街区データか
ら求めた市・郡（名古屋市は区）の中心の緯度・経度と
連結させ, 学生はそれらの点から通学しているものとす
る．以下，この点を代表点とする．これらのデータによ
り，代表点からNSCまでの通学に伴う距離・運賃・時間
をそれぞれ求める．

2.3 通学距離・運賃・時間・乗換回数・容量の求め方

2.3.1 自動車の場合

自動車での通学距離は，代表点からNSCまでの直線距
離を, プログラムを作成し求め，その1.14倍[7]した値を
使用する．運賃は，レギュラーガソリン代130円/Lと平均
燃費10Km/Lから1Kmあたりの費用13円/Kmを求め，こ
れに上で求めた通学距離を掛けることで運賃とする．所
要時間は，自動車の走行時速を30Kmとして，これに13
円/Kmを掛けることで所要時間とする．乗換回数は0回と
する．駐車場スペース数を自動車の容量とする．

2.3.2 電車の場合

プログラムによって代表点の経緯から最寄駅を求め，求
められた最寄駅から本郷駅，平針駅, 愛地球博記念公園
駅，リニモ八草経由山口駅，山口駅，までの通学距離・運
賃・所要時間・乗換回数を地図ソフト [1]を用いて求める．
通学に必要な駅の緯度・経度はgoogle Earth[2]より得る.
また通学定期券を使用した場合，普通運賃の平均0.2倍
の値段が一回の通学片道運賃となる[8]ことから，求めた
運賃を0.2倍した値を通学運賃とする．
本郷駅・平針駅・愛地球博記念公園駅の容量はスクール
バスの定員から求める．山口駅の容量は電車の定員から
求める．

3 現状分析

NSCに通学している学生の，通学に伴う現在の総エネ
ルギー消費量・総通学運賃・総所要時間を調べる. しかし
自動車を使用している学生の現住所データのみ得られて
いるため，全学生の詳細な通学方法を把握することが出
来ない．その為，全学生の代表点と自動車で通学してい
る学生の代表点から現状を調べる．
代表点ごとの最寄駅と，代表点からNSCまでの自動車
距離，代表点から本郷駅・平針駅・山口駅までの電車距
離を求める．自動車で通学していない学生をすべて電車
で通学している学生とし，リニモを使用して通学してい
る学生はいないものとする．電車で通学している学生は
必ず本郷駅・平針駅・山口駅いずれかを使用して通学す
る．

電車で通学している学生についてはWhat’t Bestを用い
て総エネルギー消費量最小化問題，総通学運賃最小化問
題，総通学時間最小化問題として解き，各問題ごとにエ
ネルギー消費量・運賃・時間を求める．これらの値に自
動車で通学している学生の，代表点からNSCまでのエネ
ルギー消費量・運賃・時間を加えたものを現状の総エネ
ルギー消費量・総通学運賃・総通学時間とする．
しかし，学生の多くは通学手段を選択する基準として，通
学に伴う運賃と時間を考慮していると考えられる．その
ため，総通学運賃最小化問題と総通学時間最小化問題の
結果のエネルギー消費量・運賃・時間を平均した値を現
状の総エネルギー・総運賃・総所要時間とする．その結
果を表2に示す．

表 2: 現状の結果

エネルギー消費量(kcal) 運賃(円) 時間(分)

総計 14,481,534 358,054 176,823
一人当り 6,526 161 80

4 瀬戸キャンパスでの最適化モデルと結果

4.1 添字, 定数, 変数の定義

4.1.1 添字, 定数の定義

• i：学生の現住所の代表点　

• I：代表点の集合 (i ∈ I)

• t:通学手段の種類

t = 0 自動車を使用

t = 1 本郷駅を使用

t = 2 平針駅を使用

t = 3 愛地球博記念公園駅を使用

t = 4 リニモ八草経由山口駅を使用

t = 5 山口駅を使用

• Ni：iに所属する学生数（人）

• Vi：iからNSCまでの自動車距離(km)

• Tit：iの最寄駅からtまでの電車距離(km)
(t = 1, 2, 3, 4, 5)

• Bt：スクールバスを用いた場合の
tからNSCまでのバス距離(km) (t = 1, 2, 3)

B1 本郷駅からNSCまでのバス距離(km)

B2 平針駅からNSCまでのバス距離(km)

B3 愛地球博記念公園駅からNSCまでのバス距離

• Lit：iがリニモを使用した場合のtまでのリニモ距離
(km) (t = 3, 4)

• Cit：iからtを使用した場合のNSCまでの運賃

• Jit：iからtを使用した場合のNSCまでの所要時間

• Pit：iからtを使用した場合のNSCまでの乗換回数

• α：通学運賃Citの重み



• β：通学時間Jitの重み

• γ：0から1までの乱数

• A0：自動車の駐車スペースの容量

• A1：本郷駅から瀬戸キャンパスへのスクールバスの
容量

• A2：平針駅から瀬戸キャンパスへのスクールバスの
容量

• A3：山口駅の到着電車の容量

• E1：自動車のエネルギー原単位(kcal/人・km)

• E2：電車のエネルギー原単位(kcal/人・km)

• E3：スクールバスのエネルギー原単位(kcal/人・km)

• E4：リニモ(10人)のエネルギー原単位(kcal/人・km)

4.1.2 定数の説明

本郷駅・平針駅からNSCまでのスクールバスのバス距
離Btは, 提供されたデータを用いる.

B1 = 13

B2 = 16.3

B3 = 5.3
自動車・電車・スクールバス・リニモ(10人)のエネルギー
原単位（E1，E2，E3，E4）は, 表1を用いる．スクールバス
のエネルギー原単位に関しては, 学生を学校まで運ぶため
に本郷駅又は平針駅まで空の状態で走行することを考慮
し, ２倍の値を用いる.

E1 = 583

E2 = 50

E3 = 320

E4 = 377

4.1.3 変数の定義

使用する交通手段の選択を0-1変数で置き，以下と定義
する.

Xit =
{

1 iに住む学生がtを使い通学している
0 iに住む学生がtを使い通学していない

4.2 総エネルギー消費量最小化問題の定式化

4.1節で定義した変数，定数を使って定式化する．
目的関数では全学生の通学に伴うエネルギー消費量の
総和を最小にする．(1)式
制約式は次の2点が挙げられる．
• 自動車・本郷駅・平針駅・愛地球博記念公園駅・リ
ニモ八草経由山口駅・山口駅から１つのみ選択して
通学する．(2)式

• Xitは0-1変数である．(3)式

∑
i∈I

Ni(E1ViXi0 + E2

5∑
t=1

TitXit + E3

3∑
t=1

BtXit

+E4

4∑
t=3

LtXit) −→　min (1)

s.t
5∑

t=0

Xit = 1 (i ∈ I) (2)

Xit ∈ {0, 1} (i ∈ I, t = 0, 1, 2, 3, 4, 5) (3)

乗換回数は(4)式，容量制約は(5)式・(6)式・(7)式・(8)
式に示す．

5∑
t=0

PitXit　 ≤ 3 (i ∈ I) (4)

∑
i∈I

NiXi0 ≤ A0 (5)

∑
i∈I

NiXi1 +
∑
i∈I

NiXi3 ≤ A1 (6)

∑
i∈I

NiXi2 ≤ A2 (7)

∑
i∈I

NiXi4 +
∑
i∈I

NiXi5 ≤ A3 (8)

表 3: エネルギー最小定式化まとめ
��������モデル

制約条件 (1)(2)式 (1)(2)式 (1)(2)式 (1)(2)式
乗換制約 容量 乗換・容量

エネ最小 定式化１ 定式化２ 定式化３ 定式化４

以上の目的関数では，リニモのエネルギー原単位は，リ
ニモ(10人)の値E4を使用している．この値をリニモ(80人)
の値に変更した最適化問題も解く．この時の制約は(2)式・
(3)式のみの場合と，(2)式・(3)式に乗換回数制約(4)式を
加えた場合の最適化問題を解く．

4.3 総通学運賃最小化問題と総通学時間最小化問題の
定式化

4.1節で定義した変数，定数を使って定式化する．総通
学運賃最小化問題と総通学時間最小化問題は同じ目的関
数で表すことができる．
目的関数では，全学生の通学に伴う運賃と時間の和を最
小にする．その時，通学手段ごとの運賃と時間にそれぞ
れ，重みα，βを掛ける．α + β = 1とする．そしてβを限
りなく0に近い値の時，総通学運賃最小化問題となり，α

を限りなく0に近い値の時，総通学時間最小化問題となる．
制約式は(2)式・(3)式である．

∑
i∈I

Ni(
5∑

t=0

αCitXit +
5∑

t=0

βJitXit) −→　min (9)

これに4.2節と同様に以下の3通りの制約を追加した問
題も解く．
結果は表5に示す．



表 4: 運賃・時間最小　定式化まとめ
��������モデル

制約条件 (1)(2)式 (1)(2)式 (1)(2)式 (1)(2)式
乗換 容量 乗換・容量

運賃最小 定式化５ 定式化６ 定式化７ 定式化８

時間最小 定式化９ × 定式化１０ 定式化１１

表 5: 瀬戸キャンパスの場合の結果

総エネルギー 総運賃 総時間
（103kcal） （円） （分）

エネ最小 定式化１ 4,110 425,284 236,887

運賃最小

定式化５ 10,111 242,042 176,707
定式化６ 11,589 277,902 172,659
定式化７ 9,872 327,770 197,117
定式化８ 9,761 351,368 189,775

時間最小 定式化９ 32,771 732,187 113,330

5 名古屋キャンパスでの最適化モデルと結果

NSCに通学している学生が名古屋キャンパス(以下，
NNC)へ通学した場合の最適化モデルを考える．NNCへ
の通学方法は以下の３つを考える．但し，NNCでは自動
車通学を許可されていない．

• 名古屋市営地下鉄いりなか駅まで公共交通機関を使
用して，その後徒歩(16分)で通学

• 名古屋市営地下鉄名古屋大学前駅まで公共交通機関
を使用して，その後徒歩(11分)で通学

• 名古屋市営地下鉄八事日赤駅まで公共交通機関を使
用して，その後徒歩(5分)で通学

通学時間はいりなか駅・名古屋大学前駅・八事日赤駅か
らNNCまでの徒歩時間を加える必要がある．電車時間に
それぞれの徒歩時間を加えた値を通学時間とする．
NSCの場合と同様に，総エネルギー消費量最小化問題，
総通学運賃最小化問題，総通学時間最小化問題を解き，各
問題ごとに総エネルギー消費量・総運賃・総時間を求め
る．その結果は, 表6に示す．

表 6: 名古屋キャンパスの場合の結果
エネルギー 運賃 時間

(kcal) (円) (分）

エネ最小 総計 2,415,957 249,686 141,706
一人当り 1,089 113 64

運賃最小 総計 2,480,643 247,894 144,570
一人当り 1,118 112 65

時間最小 総計 2,521,227 249,628 135,463
一人当り 1,136 113 61

6 考察

制約なしの総エネルギー最小化問題では，すべての代
表点に住む学生が山口駅を使用するという結果になった．
しかし，この場合の通学運賃・通学時間は現状より大き
な値となり，多くの人はコストや時間をかけて環境に配
慮することはできないため，この結果は現実的な結果で
はない．

総通学運賃最小化問題では，どの制約を加えても，現状
より総エネルギー消費量を減らすという結果となった．
総通学時間最小化問題では，88地区のうち84地区が自動
車を使用し通学するという結果になった．しかし，この
場合の総エネルギー消費量は現状の2.5倍で，一人当たり
の通学運賃も2倍になる．残りの4地区(不破郡・津市・松
坂市・伊勢市)は本郷駅を使用するという結果になったが，
これらの地区はどの定式化でも電車をしようすることが
最適であるという結果になった．
名古屋キャンパスでの定式化の結果から，公共の交通手
段が多く整っている市街地ではエネルギー消費量が大幅
に削減されることがわかる．また，名古屋キャンパスで
の総エネルギー・総通学運賃・総通学時間の定式化の結
果を比べると，総エネルギー・総通学運賃・総通学時間
の値に変化が少ない．したがって，学生は通学運賃や通
学時間だけを最適化しても，環境負荷は大きくならない
ということである．

7 おわりに

本研究では，環境への配慮の指標として，交通手段ご
との走行時のエネルギー消費量だけを用い，走行時のエ
ネルギー消費量の少ない交通手段が環境に良い手段であ
るとして最適化を行った．しかし，環境問題の原因となっ
ているのはエネルギー消費量だけでなく，CO2やNOxな
どさまざまな要因があり，これらすべてを考慮して初め
て環境問題に対する施策と言える．このため，今後はさ
まざまの環境問題の要因となる要素を考慮した上で学生
の環境へ配慮した通学方法が提案されるべきである．

参考文献

[1] 株式会社アルプス社: プロアトラスSV Ver-
sion1.0.0.9,(2005).

[2] Google Earth:Google Earth日本測地系と世界測地系,
http://www.deneb.jp/google_earth/index01.html.

[3] O.Hibi and K.Saito: Summary of automation oper-
ation of Linimo and achievement in opening tear,
http://www.maglev2006.com/.

[4] 環境省：13年度版　環境白書,
http://www.env.go.jp/policy/hakusyo/index.html.

[5] 国土交通省国土計画局　国土情報整備室: 街
区レベル位置参照情報ダウンロードサービス,
http://nlftp.mlit.go.jp/isj/.

[6] 日本エネルギー経済研究所編: EDMC/エネルギー・
経済統計要覧(2003年度版)，2003.

[7] 岡部篤行:Voronoi図と都市地域解析，計算幾何学と地
図処理情報処理第２版，(伊理正夫監修，腰塚武志編
集)，共立出版，1993，第９章　都市工学における幾
何学的諸問題，第１節，pp205－210.

[8] 社 団 法 人 日 本 民 営 鉄 道 協 会：運 賃 の 割 引 ，
http://www.mintetsu.or.jp/rail/plan/fare.html.

[9] 宇留間和基編：新版環境学がわかる。, ,AERA Mook,
朝日新聞社 (2005.2).



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


